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〔実践報告〕
Ⅱ．目　　　的
　本報告の目的は，学際的・国際的活動に参加し
た看護大学院生の活動の報告を行うこと及び，活
動内容やその意義についての考察を行うことであ
る．
Ⅲ．方　　　法
　本報告では，本看護学研究科大学院生の活動を
「日本での活動」と「スペインでの活動」に大別し，
それぞれにおいて「①チームを取り巻く主な環境・
状況」から発生した「②チームに浮上してきた主
な問題」に対する，「③筆者らの主な実践」とい
う観点から記載を行った．また，倫理的配慮とし
て個人が特定されうる情報は記載せず，掲載内容
に関しては学生チームメンバー及び担当教職員へ
説明を行い，同意を得た上で行った．
――――――――――――
１）千葉大学大学院看護学研究科
２）千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程
要　旨
　２０１２年８月３０日～１０月７日にスペイン・マドリードで開催された世界規模の学生建築コンペティ
ション「ソーラー・デカスロン・ヨーロッパ２０１２」 に看護学研究科大学院生２名が派遣された．本
大会は生活に必要なエネルギーを全て太陽光でまかなう次世代住宅の建築の評価を競うもので，建
物の設計・施工・解体，大会期間中の審査対応，協賛企業の募集等すべてを学生主体で行うものであ
る．学生ソーラー建築の「オリンピック」とも呼ばれるもので，本大会は１０年ほど前から開催されて
いたが日本の出場歴はなく，今回千葉大学が日本代表として大会初出場となった．このプロジェク
トの中心は工学研究科であるが，千葉大学の総合大学としての特色を活かし，文学部・教育学部・理
学研究科・園芸学研究科なども関わっており，看護学研究科は長期に渡る海外滞在中の健康安全管理
を担う目的で参加の運びとなった．本報告では看護学研究科大学院生による看護職としての臨床経
験を活かした活動や，大会プロジェクト参加から示唆された学際的・国際的活動の意義について報告
する．
Key Words：看護学研究科大学院生，ソーラー住宅建築国際大会，国際プロジェクト，健康管理，
　　　　　　  学際的コミュニケーション
Ⅰ．は じ め に
　２０１２年９月にスペインで行われた学生建築の国
際大会に筆者ら本看護学研究科博士前期課程学生
２名が参加した．大会には学生チームメンバーの
健康安全管理を行う役職で参加し，医療現場とは
異なる建設現場という環境での活動を行った．本
大会への参加は近年の千葉大学内でも例のない大
規模な国際的・学際的活動であり，報告の価値が
あると考えられたためその内容についての報告を
行う．
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Ⅳ．結　　　果
１．参加した大会とチームの概要
　はじめに，本大会とチームの概要を表１に示す．
筆者らは千葉大学チームの中心である工学研究科
より参加依頼を受けHealth & Safety（チームメ
ンバーの健康と安全管理：以下H&S）を担う役職
として，２０１２年７月よりプロジェクトに参加した．
本大会は千葉大学内の様々な学部・学科・機関が
合同で参加している他，数十社に及ぶ企業協賛，
国土交通省，経済産業省等の後援も得ながらの産
官学連携での学際的・国際的取り組みであった．
２．看護学研究科大学院生の活動内容
　次に，取り組みの中で看護学研究科に依頼され
たH&Sの内容について表２に示した．
１）国内での活動（２０１２年７～８月）
　７～８月の日本国内の準備期間においては，
チームと筆者らの関係性が未構築の状態であっ
たため，まずはその関係性を構築する段階から
始まった．チームや大会概要などの情報収集を
通して本大会で求められそうな活動，看護が
持っている知識・技術をどのように活用できる
かなどをアセスメントし，それをチームメン
バーへ報告していくことで関係性の構築をして
いった．また，渡航直前の期間には様々な資料
の準備を行った（表３）．渡航期日が迫る中で，
チームの学生は現場で「住宅を建てる」準備に
集中してしまう傾向があり，「現地でどのよう
な生活を送るか」「事故なく健康に過ごせるか」
といった準備が不足していた．そのため，筆者
らにて個別の健康相談や渡航前の健康安全管理
講習なども行い，チームメンバーが万全の態勢
で活動できるような支援を行った．
２）スペインでの活動（２０１２年９～１０月上旬）
　スペイン現地には約３５日間滞在した．３５日間
の内訳は建設（１４日間），審査と公開（１４日間），
解体（７日間）であり，その時々によって浮上
してくる問題も変化するため実践の種類も多岐
に渡った．建設期間はスペインでの生活に適応
しながらの建設だったため，現地での生活面と
建設現場での活動面の両方を支援していった．
３交替のシフトで肉体労働をするため，シフト
間の休息と活動のバランスの取り方の助言や，
食事や水分の補給，切傷や打撲への応急処置等，
看護が持っている健康・安全・生活関連の専門
知識と技術を提供していった．１４日間の建設が
終了すると，大会のメインである１０項目の審査
（１０種目競技のことをDecathlonといい，本大会
の名称の由来となっている）と一般公開が開始
となった．審査は基本的に１日１項目のペース
で行われ，住宅の革新性・社会的価値・経済効
表１　参加した大会とチームの概要
説　　　　　明項　目
Solar Decathlon Europe ２０１２（ソーラーデカスロンヨーロッパ２０１２）大会名称
スペイン，マドリード市開催場所
２０１２年８月３０～１０月７日（建設：８/３１～９/１３，大会：９/１４～３０，解体：１０/１～１０/６）大会期間
・自然エネルギー利用の啓発を目的とした，学生建築の国際大会
・太陽光エネルギーをのみを利用した大人２人用の住宅を学生のみで建設
・国際審査団による全１０項目（省エネ，デザイン，コスト等）の採点で順位が決定
大会詳細
１５か国２０チーム参加国数
２２０,０００人（大会本部公表値）一般来場者数
２０１０年頃よりプロジェクト開始となり企業や事務等も含め述べ１００名以上の人々が関係千葉大学チームの概要
住宅設計，設備，施工，解体などのプロジェクトの中心として活動
住宅内外部の植栽，緑化，景観に関する部門の中心として活動
住宅の電気系統，設備に関する部門の中心として活等
住宅の広報，教育的価値の発信の中心として活動
住宅のコンセプトになる日本文化や伝統についての情報提供の中心として活動
滞在中の学生のHealth & Safety（健康安全管理）の中心として活動
工学研究科
園芸学研究科
理学研究科
教育学部
文学部
看護学研究科
・上記の学部・学科よりスペイン現地への渡航学生は約４０名（うち女子学生は７名）
・社会人経験のある学生は５名（うち看護学研究科は２名）渡航学生の概要
・千葉大学看護学部を卒業
・千葉大学医学部附属病院での勤務（社会人として３～４年の経験）
・千葉大学大学院看護学研究科へ進学，博士前期課程生として在学中
・学生で且つ健康安全管理が行える人材をプロジェクトが求めており，参加依頼を受諾
本看護学研究科
大学院生２名の概要
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表２　看護学研究科大学院生の活動内容
③筆者らの主な実践②チームに浮上してきた主な問題①チームを取り巻く主な環境・状況期間場所
・チームやプロジェクト全体の
情報収集
・チーム内におけるH&Sの役割
の検討
・看護とH&Sの関係性の解釈や
意味付け
・H&Sの具体的活動内容の報
告・チーム内での共有
・チームとH&Sとの関係が未構
築であること
・大会規定のH&Sに看護がどの
ように関われるかが不明瞭で
あること
・H&Sの具体的な実践や健康，
安全管理に関する
　情報が不足している状態
・H&Sが行うべき具体的な支援
について未知の状態
・H&Sを担う役職として筆者ら
の参加が決定
７月
準備
日
　
　
　
　
　
本
・情報共有を基にした具体的な
健康・安全管理の検討
・メンバーの個別健康相談，既
往歴，内服薬等の確認
・応急バッグの準備，メンバー
への救急対応指導
・チームへ現地滞在中の生活方
法についての提案
・プロジェクトマニュアル作成
の補助
・保険や事務関係の手続き
・生活，健康面などの建築分野
以外の準備不足
・チームメンバーの負担の増大
・渡航前のプロジェクトマニュ
アル最終提出
・マニュアル以外の様々な確認，
準備の最終段階
・大会本部からの指摘による計
画・内容の修正
・プロジェクト運営に必要な業
務の増加
８月
準備
・環境を考慮した水分，栄養補
給方法の立案と実施
・過労がちなメンバーへ向けて
の休息確保の促進
・転倒，転落，事故予防のため
の全体の状況確認
・ケガへの医療対応，個別健康
管理の実施
・水分，食料，工具などの計画
的な調達，補給，整理
・作業員として資材の運搬・施
工の補助
・メンバーの身体，精神，社会
的側面からアセスメント
・日々の記録やメンバーの業務
引き継ぎ方法の統一
・時差，気温等の慣れない環境
への適応不足
・長時間，不規則な肉体労働へ
の適応不足
・食文化の違いからくる栄養バ
ランスの悪化
・文化の違いによる精神的，社
会的ストレスの増加
・様々な問題による作業効率の
低下
・作業に伴う軽傷（切傷，打撲
など）の発生
・日本とは異なる文化，環境で
の長期に渡る生活
・現地での生活をしながらの建
設
・AM６ ：００～AM２ ：００の２０時間
を３交替シフト労働
・大会本部からの査察・指摘に
よる作業変更
・停電，工具の不具合，予想外
の作業中断等の発生
・期限内に完成させなければな
らないプレッシャー
８月３０日
↓
９月１３日
建設
ス
　
　
　
ペ
　
　
　
イ
　
　
　
ン
・体調不良者や環境整備中に発
生したケガの対応
・メンバーの負担軽減を図るた
め業務分担
・来訪者とのコミュニケーショ
ン（接待，対応補助）
・メンバーの状況と，チーム内
の役割・責任の確認
・メンバーが交代で休めるよう
な人材配置，シフト作成
・時間管理（休憩や会議時間の
確保，進行への助言）
・住宅周辺の環境整備（掃除や
植物の剪定，補水など）
・取材，会議などの対応に必要
なメンバーの不足
・審査対応が続くメンバーの緊
張・ストレスの蓄積
・役割分担・責任の所在が不明
瞭になる状態
・建設時とは異なる精神的疲労
の増加
・海外での長期滞在からくる体
調不良者の増加
・作業に伴う軽傷（切傷，打撲
など）の発生
・AM８：００～PM２３：００まで続
く審査や一般公開
・審査員への質疑応答対応，プ
レゼンテーション
・審査準備，反省会やミーティ
ング
・一般公開時のガイド，来賓，
スポンサー対応
・住宅のメンテナンス（掃除，
植物の補水等）
・予定にないイベントの発生，
審査時間の変更
９月１４日
↓
９月３０日
審査
公開
・健康管理対応を行ったメン
バーの経過観察
　（※表４：現地滞在中に発生し
た主な健康問題）
・水分，栄養補給や体調不良者
のケア
・実際に工具を使用しての解体
作業従事
・資材の運搬・梱包補助
・期限内に解体をしなければな
らない切迫感の増加
・風邪や慢性疲労等の内科的健
康問題の増加
・作業に伴う軽傷（切傷，打撲
など）の発生
・建設に比べ短期間での解体作
業
・住宅の全てを解体し，梱包し，
運搬する肉体労働
・１ヶ月を越える海外滞在
１０月１日
↓
１０月６日
解体
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果等を発表するものであった．また，その審査
の合間を利用して性能評価のモニタリングが行
われたり，企業関係者や一般客が来場したりす
るなど，様々な活動が行われた．国籍・言語・
年齢・背景が異なる多くの人々が断続的に訪れ
るため，建設時とは異なる精神的・社会的負担
が高まっていった．そこで筆者らは流動的な対
応をしなくてはならないメンバーの負担を軽減
するために，来訪者への対応・接待，休息を取
れるような交替の提案，住宅周辺の環境整備な
ど，その場のニーズに応じた多くの支援を行っ
た．７日間の解体期間においては建設期間と同
様の支援を行う他，短い期間で全ての作業を終
了させるため工具を使用して解体作業や，物資
や資材の運搬・梱包等の作業にも従事した．
　最後に，滞在中の３５日間において対応を行っ
た主な健康問題を表４に掲載した．作業中の軽
傷はあったものの，生死に関わる大事故・怪我
等はなく経過した．一連の表に示したような，
H&Sの主たる役割である健康・安全面に関わる
支援を行う中で，資料作成，怪我への応急処置，
水分・栄養補給方法の検討，転倒・転落予防の
ための状況確認等には，日々臨床現場で患者に
対して行っていた知識や技術をそのまま応用す
ることが出来た．また，建設現場における学生
の健康安全管理においても，人間の身体的・精
神的・社会的背景を常にアセスメントするとい
う看護の基本的な姿勢を保つようにした．さら
にチーム全体の状況を把握しながら変則的な労
働環境で健康・安全を維持増進する際には，
日々臨床現場で他職種連携を行っていた経験を
基にして，詳細なアセスメント・計画・実施・
評価と綿密な情報共有を継続的に行うことで対
応した．以上のように，H&Sの活動には医療従
事者としての基本的な知識・技術を建設現場や
チームの様々な状況に合わせて応用して対応を
行った．
Ⅴ．考　　　察
　以上の結果より，筆者ら本看護学研究科大学院
生の実践から「１．様々な分野への看護過程応用
の可能性」「２．社会人経験のある学生としての個
人・組織のマネジメント」「３．学際的・国際的
な取り組みに参加することの意義」の３点の考察
を行った．
１．様々な分野への看護過程応用の可能性
　結果で述べた実践が円滑に行えた理由は，看護
の「情報収集→アセスメント→ニーズの把握→介
入→評価」という問題解決過程が「人間」を対象
にしているためだと考えられた．今回の例であれ
表３　渡航前に作成した資料一覧
概要サイズ/ページ数作成補助を行った資料
CUJ（Chiba University Japan）チームの計画の全てが載った資料．
H&Sの項目や，建設シフトの作成補助．
A4/260CUJ Project Manual（PM）
PMと連動した施工図面集．避難経路や危険予測等の観点から作成
補助．
A3/120CUJ Project Drawings（PD）
企業・学内向けの経過報告資料．一部の記事の作成．A4/40CUJ News Letter
独自に作成した資料
血液型，アレルギー等，緊急時に必要な最低限の個人情報をまとめ
たカードで，メンバー各自が携帯．
名刺/60Emergency Card 
緊急事態発生時の対応についてのフローチャート．メンバーが緊急
時に混乱せず落ち着いて行動できるように作成．
A4/30Emergency Chart
緊急事態発生時の状況についての記録を誰でも行えるように作成．A4/30Recording Sheet
SELF-DECATHLONという自分自身を10項目でマネジメントする
ツールを作成し，現地での健康管理に使用．
A4/4The SOLAR management
上記資料をまとめ，千葉大学のメンバーに健康安全管理教育を行っ
た際に使用．
A3/4H&S for Chiba University 
Members
女子学生への個別対応をまとめた資料．月経前症候群等，女性のバ
イオリズムに関する対応案について情報提供．
A4/2Health Care for Ladies
現地での活動記録を行うために作成した経過表．看護記録を参考に
現地での状況を「SOAP形式」で記載．
A3/40Omotenashi Record
表４　対応を行った主な健康問題
件　　　　　数現地滞在中の主な健康問題
52件（うち他国の学生対応3件含む）外科的問題（切傷・刺傷・虫刺され・関節痛など）
17件内科的問題（風邪・消化器症状・呼吸器症状など）
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ば，現場での電気系統の配線，ペンキ塗装等の建
設作業上の問題を看護職が解決することはほぼ皆
無である．それぞれの解決策は設計図を書き直す
ことかもしれないし，工具を正しく整理しておく
ことかもしれない．しかしその問題の焦点を「ど
のように解決するか」ではなく「解決する人間が
よりよい解決策を生み出すための状態をどのよう
に作るか」というように，対象を「人間」に変え
た瞬間に「看護」が発生する．筆者らは主観的
（発言・表情等）／客観的（工程の進捗・現場の
状況等）情報収集→アセスメント（個人・チーム
の雰囲気，ミクロ・マクロな視点も考慮した様々
な検討）→ニーズの把握（優先順位の検討，計画，
問題点の抽出等）→直接的介入（メンバー全体の
前での発言・提案，物資調達・管理等）／間接的
介入（チームのキーパーソンへの提案，助言，他
部門への連絡・調整等）→評価というように，「問
題そのもの」ではなく「問題に直面した対象者」
に看護過程を用いることで，「よりよい問題解決
案を生む」支援をし，その結果対象者に生まれた
「よりよい問題解決策」が「よりよい成果（今回
の場合は建築）」生むのではないかと考察した．今
回は建設従事者の健康と安全を看護の専門的知識
を用いて支援することで，建設従事者が安心して
建設作業や建設作業上の問題解決を行うことが出
来ていた．当然，学生・患者・家族・地域・社会
など，対象がどのような属性であるかによって注
意事項は変化する．しかし，対象を「人間（とそ
れをとりまく状況）」とすることで，今回のような
医療以外の分野においても看護過程が応用できる
可能性があると考えられた．
２．社会人経験のある学生としての個人・組織の
マネジメント
　今回のプロジェクトで最も重要なものの１つが
「マネジメント」という視点であった．本報告では
マネジメントを「人材・資金・時間等の様々な資
源の調整力・対応力」という定義をする．今回の
例で言えば，健康安全とは別の視点の，個人や
チームの組織的な動きに関わる部分への支援であ
る．すなわち様々な活動を行う上での役割と責任
（業務分担・人材の配置），時間管理（活動状況の
記録や会議の進め方），計画的な物資調達，物品整
理や物資供給の安定・維持（必要物品の検討，購
入，保管），挨拶や言葉遣い等の社会的なマナ ・ー
コミュニケーション（年齢・性別・地位など相手
の背景に影響されない老若男女への基本的対応）
等の重要性を認識しながら支援を行う場面が多く，
社会人としての経験が活きたと感じられる場面が
多かった．これらのマネジメントの視点は筆者ら
自身に大学病院での勤務経験があることで，大学
院生でありながら社会活動を行う上で重要な視点
を持つことができていたからだと考えられる．他
学科の大学院生に比べ，本看護学研究科は社会人
としての経験を積んでから大学院生となる例が多
い．その意味でこのマネジメントの視点を持って
いることは本看護学研究科大学院生の強みの１つ
であるだろう．
３．学際的・国際的な取り組みに参加することの
意義
　千葉大学は様々な分野が集まった総合大学であ
る．そして大学や学生の使命はその分野の研究成
果を持って，社会の発展に寄与することである．
さらに国際的な活動に参加することは，国内だけ
に留まらない全世界の発展に寄与する可能性があ
る．今回の取り組みから筆者らは様々な学びを得
ることができた．まず国際的な活動から感じた意
義は「日本代表として世界大会に出場するという
こと」である．国際活動を行う上で文化を尊重す
る，言語的な壁を感じる等はもはや周知の事実で
ある．学内でも海外研修や国際交流行事などは多
く企画されており，参加者も多い．しかしそこに，
「日本代表として結果を求められる緊張感や重圧」
はどれだけあるだろうか．国際舞台で求められる
質や成果の検討，日本代表という責任・重圧・期
待・葛藤などを乗り越えた後の充実感や能力は，
単なる国際プログラムからは決して得られないも
のである．さらに建築・園芸といった他分野との
学際的な活動から感じた意義は，「自分の専門性
を伝えること」である．筆者らは日々患者や家族，
他職種との連携は行っていたが，それはあくまで
も「医療」という背景・共通認識に基づいた連携
であった．しかし今回は全く異なる背景を持つ
人々が集まっているために，常に「その活動の背
景は何か」という点から確認をする必要があった．
そこから学んだ効果的な伝達とは「求められてい
る成果に対して，どのような基準で，何を目的と
して，どう行っていくかを理解可能な方法で伝え
ること」である．専門分野への固執・上下関係・
損得勘定・個人的な感情・言語の差異に引きずら
れることなく，純粋に「いつ・誰が・何を・どの
ように・いくらで・なぜ・するのか」ということ
に重点を置くことが，国際的・学際的プロジェク
トでの活動に必要な要素であった．今回は，建築
国際大会の日本代表として，文学・教育学が示唆
した日本文化や伝統の概念を建築学と園芸学が形
にし，一連のプロセスを看護学が支援し，企業・
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省庁・大学諸機関が実務の補助をし，完成形を世
界に発信した．その中で国内‐国外，産‐官‐学，
学科‐学部，個人‐組織といった様々なレベルで
文化の衝突・融合が発生したが，「世界が要求する
質を満たすための学際的な協働」という環境がそ
れぞれの専門分野の創造性や相互理解を育んだ．
そしてこれら一連の俯瞰的考察と重要性の示唆は，
社会で他職種連携を常に求められた過去の経験と，
総合大学の大学院生としての現在の状況があった
からこそたどり着いたと考えられる．
Ⅵ．最　後　に
　本大会で一番重視されていたこと，それは
「Innovation」である．様々な分野が融合すること
で創造される可能性は，単一分野からの可能性を
はるかに凌ぐだろう．筆者らは今回の学際的・国
際的活動から，「看護におけるInnovationとは何
か」を 考 察 す る 契 機 を 得 た．今 度 は そ の
Innovationについて社会的に価値のある定義をし，
現実にし，よりよい大学や社会を創り上げる使命
が残されている．国内・国外問わず，今後の千葉
大学においても大学院生による積極的な合同プロ
ジェクト，研究が成されることを期待してやまな
い．
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